
再評価結果 (令和 2年度事業継続箇所)

担  当  課 :島原振興局道路第二課

担当課長名 :小川 勝冶

事業
区分 一般国道

事業
主体 長崎県事業名 一般 国道 251号 酪 害姿 バ イパ ス )

延長
｀

6. 4 km起終点 自:貿蒔貿警私帝舗籍鰐 圭:貿雷驚警私帝雪姜爵
は、九州横断自動車道と島原半島地域を連絡する

一般回道251号瑞穂吾妻バイパスは、島原道路の一部を構成し、一般回道251号吾妻愛野バイパス等と一体となって

ットワークを形成する延長6.4 kmの 自動車専用道路である。

である。

都市計画決定 な し H31年度用地着手H28年度事業化

全体事業費 180億 事業進捗率 9% 供用済延長

計画交通量 13, 800台 /日  (R12)
費用対効果
分析結果

1残事業|

1. 93

2. 13

ｒ
ｌ
ｌ
ｔ

135.3/149.7億 円
事 業 費:13],7/1481億 円
維持管理費:16/10億円

]

走行時間短縮便益:218,9/218,9億 円
走行費用減少便益: 521/521億円

令和 2年

17 7

3/2883億 円

分析の結果

(交通量 上10%)

(事業費 ±10%)

(事業期間±2年 )

【残事業】B/C=1.9～ 2.3(交通量 ±10%)

B/C=1,9～ 2.4(事業費 ±10%)

B/C=2.0～ 23(事業期間±2年 )

”

”

８

８

B/C=1

業について感度分析を実施
: B/C=1.7-2.

事業費変動  :
事業期間変動 :

・救急医療体制の強化支援や生活権の拡大等につながる島原半島地域と長崎、県央地域との地域連携強化
・災害時の代替路確保

のアクセス向上の

で の

平
とな 6 km)供用により、諫早インターエ区が企画供用となった。

km)、 諫早インターエ区 (2.7 km)ノ ス 1. 729 に

り、令和元年度の諫早インタT工区 (1

り用地取得を優先しつつ、工事進捗を図り、
7年度の事業完成を目指す。

り、

ヽ

囲で地質調査を実施し斜面安定計算と下
討に時間を要した。今後も引き続き事業の進捗を図り、令和 7年度の事業完成を目指す。
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総費用と総便益の 表示桁数の関係で内訳の合計と一致 しないことがある。
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令和2年度 第 1

長崎県公共事業評価監視委員会
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再評価対象事業
終
点

起
点

雲
仙
市
瑞
穂
町

瑞穂吾奏パイパス
L〓 6.4km

W=7.0(12.0)m

道路改築事業
道建-1 -般 国道251号

(瑞穂吾妻バイパス)

＼
//

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後5年経過
Ｎ奉

雲仙市

● ● ロロ

1

審議経過 再評価の理由
工期 事業費

(億円)

B/C 備考

着エ 完 了

当初

(H27新規評価)

H28 R5 1800 1.30

【工事概要】
延長6 4km

幅員70(120)品

第1回審議
(R2年度)

事業採択後
5年経過

H28 R7 180.0 1.93

【当初評価からの変更概要】

調査・設計に時間を要したことに

よる工期延長
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2.位置図

雲仙市

4.3km
長野～票画工区

2.7km
森山拡幅

S.Okm

憂野森山
′〔イザ〔ス
■8km

吾4憂野
ザ中イザ〔ス
■.7km

南島穴市

高速道路

固道

主要地方道

一般県道

‐‐‐H 対象区間
‐‐‐■ 供用中
日■■日 事業中

口口□ 調査中

出甲有明ザ〔イパス
3 4km

脇原市下折格町

～島原市出平町
2.2km

島原中央遭路
4.Skm

｀
マ

.‐

島原深江遭路
4.6km

Ｎ奉
」 約50km

ヽ

◆目的
島原道路の一部として広域ネットワニクを形成し、島原半島地域から九州横断自動車

道、空港、整備中の新幹線等へのアクセス向上、緊急医療体制の強化支援や長崎、県
央地域との地域連携強化、災害時の代替路確保を目的としている。
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主要地方造

一般県道

‐‐‐‐ 対象区間
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3.目 白勺E事業概要 Bこれまでの経緯
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長崎市

南鳥原市
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3,日 白勺g事業概要口これまでの経緯

計画延長等 L=6.4km

幅   員 W=7.0(12.0)m

計画交通量(R12) 13,300辛卦

◆事業概要

事業進捗率 9%(事業費ベース)

用地進捗率 0%(面積ベース)

標準横断図、

,◆

◆これまでの経緯

※自主アセスメント
ー般的に環境アセスメンHよ環境影響評価法や条例に基づいて実施するが、これらの

義務のない状況においても、環境保全の観点から同様の配慮を行うこと。

ミィパス 延長 6 4km

芦

守韓争

5

平成28年度 事業化

平成29年度 説明会 i測量着手

平成30年度 環境影響評価 (自 主アセスメント※)・ 地質調査

平成31年度

(令和元年度 )

計画説明会・用地幅杭設置 (延長2.Okm)

●
●

用地幅杭設置区間(RI)

01雲仙市役所

(諌早向)

亀|

奪
転|

|―

が

ヾ

い狙 甲

評 靴
吾妻西K)

壁●
Ⅲ

(仮)

(島原向).靡
|

吾妻束Ю

4.事業の効果 B必要性 (広域ネットワークの形成・地域間交流の支援 )

イルカウオツ

/

・広域交通拠点への所要時間短縮や高速定時性に加え、島原半島の観光交流促進や

農産物等の物流効率化に貢献し、産業活動の活性化が期待される。
<島原道路 >

一
:供用区聞

|● ●●●●:整備区間
□ □ :未着手区聞

!  ヽ～100人ノ年

o iOO～ 200人 /年

塩 200～ 300人/年

o30(l人 /年 ～

喜のイカ

4仙

サ ″ |

うめんの大E

その他市町

538%

▲長崎県の農業産出額構成
資料 :農林水産省統計

【島原半島の体験型観光の実績・参加状況】
(資料:島原半島観光連盟資料)
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島原地域は県内産出額の
約5害」を占める農業地域



5.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R5(前回)→ R7(今回)

〔工期延伸要因〕
橋梁の設計にあたり、計画地が地すべり地形であるため、広い範囲での地質調査が必要であり、地権者
と調査箇所や時期に関する調整に不測の日数を要したため

◆地質調査位置図

《道路計画 側面図》※2号橋と3号橋の場合 H30ボーリング4

|

Hク R Hク 9 HRn H31 R2 R3 R4 R5

測 昌

地質調査

設 計

工 彗

畔
|

|

変更
H28 H29 H30 Hll R2 R3 R4 P5 R6 P7

測量

引L宵調 杏

設 計

用 地 捕 僣

T室

2号橋

H31ボーリング3

|

◆工程

当初

吟

7

日「島原道路」の一部である吾妻愛野バイパス(L=1.7km)が平成29年度に、諌早イン
ターエ区(L=4.3km)が令和元年度に全区間供用している。
日有明瑞穂バイパス(L=10.4km)が 令和2年度に新規事業化している。

ヽ

Ｎ峯

出早有明ザ〔イパス
3.4km

B原市下折格町
～BIR市出早町

R2.3.22 H30.3.24

供用開始 供用開始
1.6km    2.7km

H29,12.16

2.2km

島原中央遭路

4.5km

4.6km
島原深江遭路

6.社会経済情勢等の変化

森山拡幅

S.Okm

慶野森山
ザ〔イ′〔ス
1.8km

ヽ

吾要風野
′〔イメ〔ス
1.フkm

供用開始

8

南



6.社会経済情勢等の変化

口島原半島は、「島原半島ジオパーク」に代表される豊かな自然を有しており、島原市・雲

仙市口南島原市を訪れる日帰り観光客は増加傾向で傾向である。
・平成30年 7月 には、「原城跡」が世界遺産に登録され、今後ますますの観光客の増加
が見込まれる。

ぅ万人
500

400

300

200

100

0

ｋｍ

２０

km

4

0

Hlo           H17           H29
占口日帰り観光客数 ― 島原道路供用延長

▲島原半島3市における日帰り観光客数と

島原道路の供用延長

(資料:長崎県観光統計)

9

423万人
17

6.8km

▲世界遺産「原城跡」

|||「 ,ル tヤ「

フ.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
口交通需要推計の更新 (最新データ:H30.2)

→当路線の将来交通量の増加

〔マイナス要因〕
・事業期間の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

項 目
前回評価

(平成28年度 )

今回評価

(令和2年度 )

残事業 2.13=288.3億 円/135,3億 円

全事業 1,3=188億円/143億 円 1.93=288.3億円/149.5億 円
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8.対応方針 (原案 )

◆ 島原道路のT部を構成しt一般国道25¬ 号吾妻愛野バイパス等と下体となつて雲仙
′市の道路交通ネットワァクを形成し、地域産業の活性化や観光振興に寄与する事業

である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約9%[15.3億円/180億 ](令和元年度末)であり、令和2
年度から用地買収に着手していると

◆ 地元自治体で構成する「島原半島幹線道路網建設促進期成会」「一般国道57号等
県南地域幹線道路整備促進期成会」等により、島原半島全域発展のため早期整備
を要望されている。

◆ 期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれるも

11

対応方針

(原案 )
継続



再評価結果 (令和 2年度事業継続箇所)

'旦

 当  課 :県北振興局道路建設第二課

担当課長名 :真鳥 善博

※ は 、 い て

事 業

王 体 長崎県一般回道383号 博護鍬幡)

事業
区分 般回道事業名

延長 3.  9 km起終点 自:雛学斉Υ工宰輝良請 至:貿露鷺羊瑞笑岩爾請
事諜鄭死要  | 一般国道 383号 (草積拡幅)は平戸島を縦貫する本路線を拡幅することにより、走行性の

向上を図り、通行車両の安全確保を行う事業。

H27年度用地着手 H30年度工事着手H25年度事業化 都市計画決定 なし

21.0億 事業進捗率 32% 供用済延長 0.  4 1 km全体事業費

3, 254台 /日  (R12)計画交通量

[

139/21,8億 円
事 業 費113を /2110億円

維持管理費:0,7/8,8億 円
]

令和 2年

21. 1/24

走行時間短縮便益:

億3 円

20. 6億円]5/2

0,走行費用減少便益 7億円

`/8.0,

賢用対効果
分析結果

1残事業|

1. 1 1

1. 52

噂庫倉お斤の結暴   :残事業につい

【全体事業】交通量変動 :B/C=1.0
事業費変動 :B/C=1.0
事業期間変動 :B/C=1,1

て感度分析を実施
1年 1.22(交通量 ±10%)

2～ 1.23(事業費 ±10%)

1～ 1.12(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=1.38～ 167(交通量 ±10%)

B/Cと 1,39～ 1.68(事業費 ±10%)

B/C=1.51～ 153(事業期間±1年 )

吾蓋鴇整舜種の向上 (陰蕗および線形不良解手肖による走待i世嵩上)

・物流機能の向上 (道路拡幅による輸送機能の強化)

・医療搬送機能の向上 (道路拡幅による救急搬送体制の機能強化)

関係する地方公共団体等の意見        _    f
平戸市より整備促進の要望が行われている。

嘉業再評価監視委員会の意見 !_.   _     ― :

事業採択時より再評価実施までの目渾環境変1ヒ等  ! | :

進捗しており、今年度も用地取得を継続しま72%
、ヽ令和 6年度の事業完成を目指す。

32%で 、

ι し

している 用 に日数を要 しているが、関係機関との協

の 理

5004000

5000

(整備後 )

標準断面図   (現 況)

・
一
中主

■

・

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
の 。



令和2年度 第1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

道路改築事業
道建-2 -般 国道383号

(草積拡幅)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後 6～9年経過

IFit i:

Ｆ
＝

３
．
９
Ｋ
ｍ
　

〓

＝

６
．
０

（
９
．
７
５
）
ｍ

区

間

尊1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由

工期
事業費
(億円)

B/C 備考

着エ 完 了

当初
(H25新規評価)

H25
Rl

(R3)

17!0

(19.0)
1.35

【工事概要】
廷長い3.9km

旧員=60(975)m

第1回審議
(R2年度)

事業採択後
6～ 9年経過

H25 R6 21.0 1.11

【前回評価からの変更概要】
工事内容見直しによる
事業費の増
隔地解決の遅延による
工期延期

2



2.目 的口事業概要日これまでの経縛

一般国道383号 における延長約3.9kmの未改良区間であり、隆路及び線形不良区間の解消による
走行性向上や歩道整備による歩行者の安全確保など利用者の安心安全の確保を目的としている。

事業 瞬要

計画延長等 い 3.9k耐

幅員 肝=60(9.75)m
計画交通量

(R12)
3;254モ卦

標準断面口

1 1… 躍l止

□ …彗常申

‐
.,,奎 働

"み

3

昭 盤 田

▲ ①

=蝦
鳥

野鍵

葡藤

"
姦松崎

事業経過

平成26年度 事業化

早威27年度 用地買収着手

平成30年度 工事着手

令和元年度末現在 410m供 用開始

題
点

　

平

中

‐

終
点

　

平
戸

市

大

石
臓

町

＼

/

Ｌ

Ｉ

/

②

車
積
拡
幅

4

2m0 500 1000 3000   ,ll

inl
l迎並＼ ■5歳事業進捗率 3296(事業費ベース)

用地進捗率 7296(面積ベース)

草積拡幅 全体計画 延長〓3,900m幅 員〓6.0(9.75)m

平戸高校

3.事業の効果 E必要性

◎通行車両及び歩行者の安全確保
当該事業区間では車道が狭く、大型車の離合に支障をきたしており、事故等も発生している。
また、近隣に小中高校が存在するが、歩道も整備されていない状況であり、歩行者の安全が確保されていない。
そのため、道路改良による2車線化及び歩道の設置により通行車両及び歩行者の安全性の確保が期待される。

紐差小中部中

平戸高校

至 平戸市街

至 平戸市街

耳意島

▲

惑



3.事業の効果・必要性

◎医療搬送機能の向上
H事業区間終点付近に存在する平戸市民病院が第二

次救急医療機関に指定されており、本事業により救急

搬送体制の機能強化が期待される。

霊
=協
a

鬱

扇 平戸市民病院

◎物流機能の向上
・平戸市内で1位の陸揚量を誇り、ここ数年陸揚量も増

加している宮ノ浦漁港からの輸送道路であり、改良を行
うことで、輸送機能の強化が期待される。

宮ノ浦漁港

757

H28ん H30漁港港勢調査緒栞より

法面工 L=170m

一至 平戸市笛

変更

No.19+5.0

平

草

積

拡
幅

白

宮ノ浦漁港

中 ノ錦 士
H重, 辛1長 華

向務島

ll泊 震S

l(ね 蔭a

①
蜘

鰤

ゆ

ｍ

▲

市々無摘

―μ

【事業費】17.0億円(前回)

→21.0億円(今回)

イ

5

法面工 L三loom

当初

吟

6

‖I目 位 漁港名

1 営 ノ満 851

十 日 5322

3 日 動 430

26 格漉谷 1

平戸市民病院

4.事業の進捗状況 (事業費の増加 )

事業数増の内容 増額 主な増額理由

Э構造物変更に伴う増 約14億円 地買調査の結果により、法面工の工法変更

約2お億円 労務費や資材・機材の単価上昇②その他

計 約40億円

誨朧

r

多 Bノ練

No.19+5.0 すべり面



4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

多

【完了工期】Rl(前回)→ R6(今回)

|  に栽

■日 …豊
"中

‐ …奎Ⅲ露み

当 初

ミ

H25 H26 H27 H28 H29 H30 Rl R2 R9 R4 RS R6

一
査

朋

一
醐地

設 計

用地補償

工事

地質調査

ィBI量

設計 け
用地術 l質

工 事

7

①用地取得において、計画への同意を得るのに〔期間を要している。
②所有者の境界位置の主張に相違があり、解決に期間を要している。

①(計画への不同意)

不同意の相続人について、同意を受
けている相続人を通じて事業の必要
性を説明し、年度内の解決を図る。

②(境界に対する主張の相違)

平戸市や地元に協力を仰ぎ、
解決を図る。

H25 H26 日27 ‖28 H29 H30 Rl

9.事業の投資効果

◆ 費用 効果 (B/C)

〔費用〕
日道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・ 走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益
〔マイナス要因〕
日事業費の増加
・事業期間の延長

〔その他〕
日費用便益分析マニュアルの改訂 (プラス要因)

→貨物車原単価 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
口緊急輸送道路の防災機能強化

9

項 目
前回評価

(平成25年度)

今回評価

(令和2年度)

残事業 1.52=21.1億 円/13.9億円

全事業 1.35=20.8億 円/15.4億 円 1.11=24.3億 円/21.8億 円



10.対応方針 (原案 )

◆一般国道383号における延長約3.9kmの未改良区間であり、隆路及び線形不良区間

の解消による走行性向上や歩道整備による歩行者の安全確保など利用者の安心安

全の確保に寄与する事業である。

◆事業進捗率は事業費ベースで約32%〔 6.8億/21億 X令和元年度末)であり、用地

進捗率は面積ベースで約72%となつている。

◆平戸市からも整備促進を要望されている。

◆事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

対応方針
(原案)
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再評価結果 (令和 2年度事業継続箇所)

担  当 長崎振興局道路建設課

担当課長名 :平 博敏

※ の は 、 い て

事 業

王 体 長崎県主要地方道事業名 主要地方道野母崎宿線 (飯各骨詳r璧 )

延長 1. 1 0km起終点 自:貿蓄驚貿路帝鏃響請蔚 至:貿雷驚貿路帯競響諸請
主要地方道野母崎宿線は、長崎半島の東側を縦断する幹線道路である。当工区は、幅員狭小で線形も

屈曲しており、車両の離合が困難な抹況であるため、本事業を行うことで安全安心な生活道路を確保するものである。

H26年度工事着手都市計画決定 な し H26年度用地着手H26年度事業化

25% 供用済延長 0. 2 6km全体事業費 12.0億 事業進捗率

計画交通量 1, 562台 //′日 (R12)

走行時間短縮便益:100/117億円
走行費用減少便益: 0,818.8億 円

令和 2年

I

109/126億円
費用対効果
分析結果

1職事業|

1, 1 5

1: 44

総費用 .(残事業)/1事業全体l

[晶
持書と言l十 lヶ

ll;を

i   〕
の結果

:B/C=1.03～ 1.26(交 通量 ±10%)

:B/C=1.06～ 1.26(事業費 ±10%)

:B/C=1.11～ 1.19(事業期間±1年 )

【残事業】B/C=129～ 1.58(交通量 ±10%)

B/C=1.31～ 160(事業費 ±10%)

B/C=1.39～ 1.49(事業期間±1年 )

について感度分析を実施

事業費変動
事業期間

る

よ り

の

るため長崎市が地籍調査を実施中であり、解消後、用地買収を行い、令和 8年度の事業完成を目指す。
18%で る。残事業区間において字5%、 用

い の し

要 して い 地域の解消に向けて、長崎市

工

し

標準断面図

長 崎 県

ヰ

30(Xl

全体計画 L=1 lkm性60に 引m

終
点

長
崎
市
飯
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浦
町

学
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″
μ
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娠
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測
本・

※ 総費用と 値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
したもの。



令和2年度 第 1回

長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業 西山タム

E341
卓

道路改築事業
道建-3 主要地方道野母崎宿線

(飯香浦工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後6～ 9年経過

辰   崎   市

日吉小・中学校

飯香浦工区
L-1.lkm W=6.0(7.5)m

小ヶ倉ダム

道

茂木小学校

茂 木

1

1.審議経過

審議経過 再評価の理由
工期 事業資

(億円)

B/C 備考

着工 完了

当初

(H26利訂見訂日面)
H26 Rl

(R3)
12.0 1.16

【工事概要】
延長1.lkm)幅

員6.0(フ.5)m

第1回審議

(R2寄朝宣)

事業採択後
6～9年経過

H26 R8 12.0 1.15
【前回評価からの変更概要】

用地取得手続き難航による

工期延期

2



2.目 的口事業概要□これまでの経緯

◆目 的

飯香浦工区は、主要地方道野母崎宿線における延長11 lkmの 区間において、
通行車両の走行性の向上を図り、安心安全な生活遭路の確保を目的としている。

◆事業概要         ◆事業経過            ◆標準断面
計画延長等 L= 1.lkm

幅    員 W = G.0(7.5)m

計 画 交 通 】
てRlクう 1,562台 /日

平 成 26年
事業化
用地買収着手
工事着手

度
|

令和元年度末現在↑約200m完成供用済

長
崎
市
領
督
浦
町

器
鶴
点

/
/

L=640m

3

飯香浦工区 全体計画
延長L=1,100m幅 員W=6.0(フ .5)m

|   I U4・萱

“

整備中

“

整備済

事業遠捗率 2●96(事業貴ベース)

用地進歩率 1896(面積ベース)

3.事業の効果・必要性

<走行性向上による安全安心な生活道路の確保>
当該事業区間は、長崎市東部を縦断する幹線道路の一部であり、全国との生産量を誇るびわの生産地が位置している。

しかしながら、幅員狭小で、かつ線形が屈曲しており見通しが悪いため、貨物車はもとより二般車両の安全な通行に支障を
きたしている。そのため、道路改良により、車線の拡幅を行うことで、通行車両の安全安心な通行の確保が期待される。

〇  線形不良
飯香浦工区 延長=1,100mCト ∝

R=20m
器

■

プ
た

lρ

②

4
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4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】Rl(前回)→R8(今回)

・当該事業区間内において、字図混乱地域が存在しており、用地境界確定に時間を要している。

飯番浦工区 延長L=1,100m幅 員W=6.0(7.5)m

)

L字図混乱解消のため、長崎市が地籍調査を実施中。(地籍調査期間:Rl～ R3)
巨長崎市と地籍調査スケジュールの調整を適宜行つており、R4からの用地買収に着手予定である。

H31

(

R7

字図混乱地域

(い640m)
字図混乱地域

(卜200m)

1評 ヽ 1 測 量測 詈

と巾曽 鮒 沓

I 設 計|設 計

I田 llb描 借|用 地 補 僧

ェ 茎 ェ 事

∝ 、      | <>

至 歳ホ町

〉:

C>
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5.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕            |
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔マイナス要因〕
口事業期間の延長       .

〔その他の要因〕
・費用便益分析マニュアルの改訂(プラス側要因)

→貨物車原単位 (価格)の増加

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

6

項 目
前回評価

(平成26年度)

今回評価

(令和2年度)

残事業 1.44=10.9億 円/7.6億 円

全事業 1.16=11.8億 円/10,1億 円 1.15=12.6億 円/11.0億 円



◆ 主要地方道野母崎宿線における延長1.l kmの未改良区間であり、幅員狭小及び線
形不良区間の解消により、通行車両の安全安心な通行の確保を図る事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約25%旧 .0億円/12.0億 円](令和矛年度末)であり、用
地進捗率は面積べニスで約18%となつている。

◆ 長崎市から整備促進を要望されている。

◆ 期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれると

対応方針
(原案)
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